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 １．調査対象  
2018 年 1 月～ 9 月に、A 大学病院においてせん妄を発症した高齢患者とそれぞ
れの患者の看護に携わる看護師を研究参加者として、調査を実施した。  







 研究参加者は、事前に研究参加に同意の得られた 45 名のうち、せん妄を発症
した 5 名の患者（男性 4 名、平均年齢 78.7 歳）と看護師 16 名（ 1 名の患者に対
して 2～ 6 名、男性 2 名、平均経験年数 9.0 年）であった。患者の基礎疾患は、
心疾患が 3 名、脳疾患が 1 名、関節疾患が 1 名であった。せん妄の発症期間は 10
～ 35 日間で、平均日数は 14.2 日間であった。  
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状況を表す〈患者に関わる余裕〉の 2 つのテーマから構成されていた。  
また、看護師は、インタビューによって《語りをとおした視野の広がりと実践
の意味の更新》を行なっていた。  









































令和 2年 3月 
ることが明らかにされた。せん妄を発症した患者の理解とケアについて、両者の
言葉や行為がどのように生み出され相互に関わり合うのかを現象学的アプローチ
によって明らかにすることに成功している。このように患者と看護師が共鳴し合
っている様相を存在論的に解明する研究は稀有であり、審査委員からも高く評価
された。  
 ただし、たぶんに直観的アート的性質の高い分析手法について、続く研究者の
ためにも、「エピソードタイトル」「テーマ」「コアテーマ」の抽出プロセスをさら
に丁寧に言語化する必要性があるであろうとの指摘もあった。また、図の表示の
仕方にもさらに洗練の余地があるとの指摘もあった。  
 しかしながら、「間身体性」を主軸に据えた考察は、「あいだ」としてのケアに
とって重要な論点を展開しており、看護実践に示唆するところが大きいと評価さ
れた。特に高齢化社会に伴いせん妄患者の増加が見込まれるとともに、せん妄患
者に関連した研究が進められているにもかかわらず、依然として現場の看護師が
対応に苦慮している現状の中、インタビューと参加観察を駆使し、せん妄を発症
した患者と看護師の間でケアがどのように成り立つのか、その構造を明らかにし
たことは、せん妄を発症した患者の経験の理解や適切なケアを検討するうえで臨
床的価値が高いものであると考えられる。  
 さらに、語りを通した看護師の実践の意味の更新にも触れられており、この点
は次の発展課題として期待できる。  
 全体として本論文は、研究として高い水準に達しており、看護ケアについての
本質的な探究に一石を投じる研究であるとともに、実践に示唆するところの多い
貴重な研究であり、博士の学位を授与するにふさわしい論文と評価された。  
 
